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公立大学法人岩手県立大学 第四期中期計画 変更（案）（変更項目抜粋） 

現行 変更案 

Ⅱ 大学の研究及び地域・国際貢献に関する目標を達成するための措置  

１ 教育に関する目標を達成するための措置 ［略］ 

２ 地域・国際貢献に関する目標を達成するための措置 

（１）地域・国際社会への貢献に関する目標を達成するための措置 

ア 地域社会への貢献 ［略］ 

イ 国際社会への貢献 

  【12】 ［略］ 

 〈達成状態（評価指標）〉 

 （12－１）多文化を理解する力とコミュニケーション能力並びに国際

感覚を涵養するための語学教育及び国際教育プログラムの

教育課程が編成されている。（語学教育及び国際教育に関す

る学生アンケートの満足度） 

 （12－２）学生が主体的に多様な国・地域の文化に触れ、活動するこ

とができる機会や支援制度が整備され、利用する学生が増

加している。（国際文化交流事業及び留学制度を活用する学

生数） 

 （12－３）研究者間の国際的な研究交流が進んでいる。（国際学会発表

件数、国際交流協定機関との人的交流実績数） 

 

 （12－４）国際交流に関する戦略の下に取組が行われている。（策定さ

れた戦略、戦略に基づく取組状況報告書） 

 

 【注】（12－１）～（12－３）の評価指標については、新型コロナウイ

ルス感染症の動向を見つつ、令和５年度以降の実績等を踏まえ、

計画期間中に目標値を設定する予定。 
 
 

Ⅱ 大学の研究及び地域・国際貢献に関する目標を達成するための措置  

１ 教育に関する目標を達成するための措置 ［略］ 

２ 地域・国際貢献に関する目標を達成するための措置 

（１）地域・国際社会への貢献に関する目標を達成するための措置 

ア 地域社会への貢献 ［略］ 

イ 国際社会への貢献 

  【12】 ［略］ 

 〈達成状態（評価指標）〉 

 （12－１）多文化を理解する力とコミュニケーション能力並びに国際

感覚を涵養するための語学教育及び国際教育プログラムの

教育課程が編成されている。（語学教育及び国際教育に関す

る学生アンケートの満足度：毎年度 90％以上） 

 （12－２）学生が主体的に多様な国・地域の文化に触れ、活動するこ

とができる機会や支援制度が整備され、利用する学生が増

加している。（国際文化交流事業及び留学制度を活用する学

生数：計画期間終了時の累計 600人以上） 

 （12－３）研究者間の国際的な研究交流が進んでいる。（国際学会発表

件数：計画期間終了時の年平均 10件以上、国際交流協定機

関との人的交流実績数：計画期間終了時の年平均 派遣 30

人、受入 10人以上） 

 （12－４）国際交流に関する戦略の下に取組が行われている。（策定さ

れた戦略、戦略に基づく取組状況報告書） 

 

 ［削除］ 
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